
(57)【要約】

【課題】水洗トイレの手洗い付ロータンクの手洗い部に

載置することにより、その手洗い部に供給された水に、

安定的に所定量の薬剤を混合する薬液吐出具を提供する

。

【解決手段】薬液吐出容器１００Ａが、液状の薬剤を収

容する薬液タンク１及び薬液タンク１の下方に設けられ

た薬液吐出ノズル５からなる。薬液吐出ノズル５には、

表面張力により薬剤を保持することのできる薬液吐出孔

６が開口し、薬液吐出容器１００Ａの底部には、薬液吐

出孔６とは別個に空気置換孔７が設けられる。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 状 の 薬 剤 を 収 容 す る 薬 液 タ ン ク 、 及 び 薬 液 タ ン ク の 下 方 に 設 け ら れ た 薬 液 吐 出 ノ ズ ル か
ら な る 薬 液 吐 出 容 器 で あ っ て 、 薬 液 吐 出 ノ ズ ル に 、 表 面 張 力 に よ り 薬 剤 を 保 持 す る こ と の
で き る 薬 液 吐 出 孔 が 開 口 し 、 薬 液 吐 出 容 器 の 底 部 に 、 前 記 薬 液 吐 出 孔 と は 別 個 に 空 気 置 換
孔 が 設 け ら れ て い る 薬 液 吐 出 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
薬 液 タ ン ク の 底 部 に タ ン ク 支 持 部 材 が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 該 タ ン ク 支 持 部 材 に 薬 液
吐 出 ノ ズ ル 及 び 空 気 置 換 孔 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 薬 液 吐 出 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
薬 液 タ ン ク の 上 方 又 は 側 方 か ら 供 給 さ れ た 水 に 空 気 置 換 孔 が 晒 さ れ る こ と を 防 止 す る 水 遮
蔽 壁 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 薬 液 吐 出 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
薬 液 吐 出 ノ ズ ル の 側 面 と 水 遮 蔽 壁 が 一 体 と な っ て い る 請 求 項 ３ 記 載 の 薬 液 吐 出 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
薬 液 タ ン ク 上 方 又 は 側 方 か ら 供 給 さ れ た 水 を 薬 液 吐 出 孔 に 誘 導 す る 水 誘 導 板 が 薬 液 吐 出 ノ
ズ ル に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 薬 液 吐 出 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 薬 液 吐 出 容 器 の 薬 液 タ ン ク に 液 状 の 薬 剤 が 収 容 さ れ て な
る 薬 液 吐 出 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 水 洗 ト イ レ の 手 洗 い 付 ロ ー タ ン ク の 手 洗 い 部 に 載 置 し 、 手 洗 い 部 の 上 方 の カ ラ
ン か ら 供 給 さ れ る 水 に 薬 剤 を 混 合 す る の に 適 し た 薬 液 吐 出 容 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 水 洗 ト イ レ の 手 洗 い 付 ロ ー タ ン ク の 手 洗 い 部 に 載 置 し 、 手 洗 い 部 の 上 方 の カ ラ ン か
ら 供 給 さ れ る 水 に 薬 剤 （ 芳 香 剤 、 洗 浄 剤 、 殺 菌 剤 等 ） を 混 合 す る た め に 用 い る 薬 剤 供 給 具
と し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 水 洗 ト イ レ 用 薬 剤 供 給 具 が 知 ら れ て い る 。 こ の 薬 剤
供 給 具 は 、 薬 剤 容 器 か ら 液 状 の 薬 剤 を 含 浸 体 に 滲 出 さ せ て 含 浸 さ せ る と 共 に 、 そ の 含 浸 体
が 、 手 洗 い 部 に 供 給 さ れ た 水 の 流 れ に 晒 さ れ る よ う に し 、 含 浸 体 に 含 ま れ て い た 薬 剤 が 水
に 溶 解 し 、 ロ ー タ ン ク 内 に 流 下 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ２ ６ ６ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 薬 剤 を 含 浸 さ せ た 含 浸 体 を 、 手 洗 い 部 の 水 の 流 れ に 晒 し 、 含 浸 体 に 含 浸 さ
せ て い た 薬 剤 を 水 に 溶 解 さ せ る 薬 剤 供 給 具 に お い て は 、 一 旦 、 薬 剤 供 給 具 を 水 洗 ト イ レ の
手 洗 い 付 ロ ー タ ン ク の 手 洗 い 部 に 載 置 し た 後 、 使 用 し な い 時 間 が 長 く な る と 、 含 浸 体 の 内
部 で 薬 剤 の 濃 度 が 高 ま り 、 薬 剤 が 通 液 し 難 く な り 、 場 合 に よ っ て は 、 薬 剤 容 器 か ら 含 浸 体
へ の 新 た な 薬 剤 の 滲 出 も 滞 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ に 対 し 、 本 発 明 は 、 水 洗 ト イ レ の 手 洗 い 付 ロ ー タ ン ク の 手 洗 い 部 に 載 置 す る こ と に よ
り 、 そ の 手 洗 い 部 に 供 給 さ れ た 水 に 所 定 量 の 薬 剤 を 安 定 的 に 混 合 さ せ る こ と の で き る 薬 液
吐 出 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 は 、 薬 液 タ ン ク の 底 部 に 、 表 面 張 力 に よ り 薬 剤 を 保 持 す る こ と の で き る 薬 液 吐 出
孔 を 設 け 、 そ の 薬 液 吐 出 孔 が 、 水 洗 ト イ レ の 手 洗 い 付 ロ ー タ ン ク の 手 洗 い 部 の 水 の 流 れ に
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直 接 晒 さ れ る よ う に す る と 、 含 浸 体 を 使 用 し な い の で 、 手 洗 い 部 に 供 給 さ れ た 水 に 薬 剤 を
安 定 的 に 吐 出 さ せ ら れ る こ と を 見 出 し た 。 ま た こ の 場 合 、 薬 液 吐 出 孔 と 別 個 に 空 気 置 換 孔
を 薬 液 吐 出 具 の 底 部 に 設 け る と 、 そ の 空 気 置 換 孔 か ら 空 気 が 薬 液 タ ン ク に 入 る こ と に よ り
、 薬 剤 の 吐 出 に よ る 薬 液 タ ン ク 内 の 負 圧 が 解 消 さ れ る の で 、 薬 剤 の 吐 出 に よ る 薬 液 タ ン ク
内 の 負 圧 に よ っ て 薬 液 吐 出 孔 か ら 水 が 薬 液 タ ン ク 内 に 入 り 、 薬 液 タ ン ク 内 が 希 釈 さ れ て い
く の を 防 止 で き る こ と 、 を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
即 ち 、 本 発 明 は 、 液 状 の 薬 剤 を 収 容 す る 薬 液 タ ン ク 、 及 び 薬 液 タ ン ク の 下 方 に 設 け ら れ た
薬 液 吐 出 ノ ズ ル か ら な る 薬 液 吐 出 容 器 で あ っ て 、 薬 液 吐 出 ノ ズ ル に 、 表 面 張 力 に よ り 薬 剤
を 保 持 す る こ と の で き る 薬 液 吐 出 孔 が 開 口 し 、 薬 液 吐 出 容 器 の 底 部 に 、 前 記 薬 液 吐 出 孔 と
は 別 個 に 空 気 置 換 孔 が 設 け ら れ て い る 薬 液 吐 出 容 器 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 上 述 の 薬 液 吐 出 容 器 の 薬 液 タ ン ク に 液 状 の 薬 剤 が 収 容 さ れ て な る 薬 液 吐
出 具 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 各 図 中 、 同 一 符 号 は 同 一 ま た
は 同 等 の 構 成 要 素 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 態 様 の 薬 液 吐 出 容 器 １ ０ ０ Ａ の 斜 視 図 （ ａ ） 、 断 面 図 （ ｂ ） 及 び 底 面
図 （ ｃ ） で あ り 、 図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 そ の 薬 液 吐 出 孔 付 近 を 互 い に 異 な る 方 向 か ら 見
た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 薬 液 吐 出 容 器 １ ０ ０ Ａ は 、 ト イ レ 用 芳 香 剤 、 洗 浄 剤 、 殺 菌 剤 等 の 液 状 の 薬 剤 を 収 容 す
る 薬 液 タ ン ク １ と 、 薬 液 タ ン ク １ の 底 部 開 口 部 ２ の 周 壁 ３ に 螺 合 し 、 薬 液 タ ン ク １ に 着 脱
自 在 に 取 り 付 け ら れ る タ ン ク 支 持 部 材 ４ か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
薬 液 タ ン ク １ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 そ の 底 部 開 口 部 ２ 上 に 位 置 す る タ ン ク 支 持 部 材 ４
の 中 央 部 に は 、 薬 液 吐 出 ノ ズ ル ５ が 突 出 し て お り 、 薬 液 吐 出 ノ ズ ル ５ の 先 端 に は 薬 液 吐 出
孔 ６ が 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 タ ン ク 支 持 部 材 ４ に は 、 薬 液 吐 出 孔 ６ と は 別 個 と な る よ う に 別 位 置 に 空 気 置 換 孔 ７
が 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
薬 液 吐 出 ノ ズ ル ５ の 側 面 に は 、 そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 水 誘 導 板 ８ ａ 、 ８ ｂ が 薬 液 吐 出 ノ ズ
ル ５ と 一 体 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 水 誘 導 板 ８ ａ 、 ８ ｂ は 、 カ ラ ン か ら 給 水 さ れ た 水 が 薬
液 吐 出 ノ ズ ル ５ に 沿 っ て 流 れ 、 薬 液 吐 出 孔 ６ が 水 に 晒 さ れ る よ う に す る た め 、 設 け る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 薬 液 吐 出 孔 ６ の 下 方 近 傍 に は 、 薬 液 吐 出 ノ ズ ル ５ の 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 に 水 反 射
板 ９ が 設 け ら れ て い る 。 水 反 射 板 ９ は 、 薬 液 タ ン ク １ に 充 填 す る 薬 剤 の 粘 度 に 応 じ て 、 次
の よ う に 必 要 に 応 じ て 設 け ら れ る 。 ま ず 、 薬 剤 が 高 粘 度 の 場 合 に は 、 水 反 射 板 ９ を 設 け る
と 、 カ ラ ン か ら の 水 流 が 水 反 射 板 ９ に あ た っ て 乱 れ る た め に 薬 液 吐 出 孔 ６ 付 近 で 水 の 撹 拌
作 用 が 起 こ り 、 薬 剤 の 水 へ の 吐 出 性 が 高 ま る の で 好 ま し い 。 反 対 に 薬 剤 が 低 粘 度 の 場 合 に
は 、 水 反 射 板 ９ を 設 け な く て も 薬 剤 の 水 へ の 吐 出 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
薬 液 吐 出 孔 ６ や 空 気 置 換 孔 ７ の 孔 径 は 、 薬 液 タ ン ク １ に 薬 剤 を 充 填 し た 場 合 に 、 薬 剤 が 表
面 張 力 に よ っ て 薬 液 吐 出 孔 ６ 及 び 空 気 置 換 孔 ７ に 保 持 さ れ る よ う 適 宜 定 め る 。 例 え ば 、 薬
液 タ ン ク １ に 充 填 す る 薬 剤 の 粘 度 が ５ ０ ～ ５ ０ ０ ０ ｍ ｐ ａ ｓ 、 薬 剤 の 比 重 が １ ～ １ ． ２ ｇ
／ ｃ ｍ ３ の 場 合 、 薬 液 吐 出 孔 ６ の 孔 径 は ０ ． ５ ～ ３ ｍ ｍ 、 空 気 置 換 孔 ７ の 孔 径 は ０ ． ５ ～
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２ ． ０ ｍ ｍ と す る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ ラ ン か ら の 水 流 に 薬 液 吐 出 孔 ６ を 晒 す 等
に よ り 、 薬 剤 を 確 実 に 吐 出 さ せ る た め 、 薬 液 吐 出 ノ ズ ル ５ の 長 さ Ｌ １ 　 は ５ ～ ５ ０ ｍ ｍ と
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 タ ン ク 支 持 部 材 ４ に は 足 １ ３ が 設 け ら れ 、 薬 液 タ ン ク １ の 頂 部 に は 、 天 板 １ ０ が 設
け ら れ て い る 。 本 発 明 に お い て 、 天 板 １ ０ は 、 カ ラ ン か ら の 水 が 薬 液 吐 出 容 器 １ ０ ０ Ａ の
真 上 か ら 供 給 さ れ る 場 合 に 、 水 が 薬 液 タ ン ク １ に 直 接 的 に あ た る こ と を 防 止 し 、 そ れ に よ
り 、 薬 液 タ ン ク １ か ら の 薬 剤 Ａ の 吐 出 量 を 、 水 温 あ る い は 気 温 の 変 動 に よ ら ず 、 安 定 化 さ
せ る た め 、 必 要 に 応 じ て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に 、 こ の 薬 液 吐 出 容 器 １ ０ ０ Ａ は 、 構 成 が 極 め て 簡 易 で あ り 、 部 品 点 数 が 少 な く
、 ロ ー コ ス ト に 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 薬 液 吐 出 容 器 １ ０ ０ Ａ の 薬 液 タ ン ク １ に 薬
剤 を 充 填 す る こ と に よ り 、 本 発 明 の 薬 液 吐 出 具 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
薬 液 吐 出 容 器 １ ０ ０ Ａ の 使 用 方 法 と し て は 、 ま ず 、 薬 剤 が 薬 液 タ ン ク １ に 収 容 さ れ て い る
状 態 お い て 、 薬 液 吐 出 容 器 １ ０ ０ Ａ を 水 洗 ト イ レ の 手 洗 い 付 ロ ー タ ン ク の 手 洗 い 部 に 載 置
す る 。 こ の 場 合 、 薬 液 吐 出 ノ ズ ル ５ の 先 端 部 を 、 手 洗 い 部 に 開 口 し て い る ロ ー タ ン ク の 吸
水 口 に 挿 入 す る 。 な お 、 ロ ー タ ン ク の 吸 水 口 上 に カ ラ ン が 設 け ら れ 、 薬 液 タ ン ク １ の 上 方
か ら 水 が 供 給 さ れ る 場 合 に つ い て 、 以 下 に 説 明 す る が 、 こ の 薬 液 吐 出 容 器 １ ０ ０ Ａ は 、 ロ
ー タ ン ク の 吸 水 口 上 に は カ ラ ン が な く 、 し た が っ て 、 ロ ー タ ン ク の 吸 水 口 に 薬 液 吐 出 ノ ズ
ル ５ の 先 端 部 を 挿 入 し た 場 合 に 、 薬 液 タ ン ク １ の 側 方 の カ ラ ン か ら 水 が 供 給 さ れ る 手 洗 い
部 で も 、 同 様 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
薬 液 吐 出 容 器 １ ０ ０ Ａ を 手 洗 い 部 に 載 置 後 、 水 洗 ト イ レ の 水 を フ ラ ッ シ ュ さ せ 、 カ ラ ン か
ら 水 が 供 給 さ れ る と 、 図 ３ の よ う に 、 水 Ｗ は 、 ま ず 天 板 １ ０ に 沿 っ て 放 射 状 に 流 れ 、 次 い
で 薬 液 タ ン ク １ の 側 面 に 沿 っ て 手 洗 い 部 ２ ０ に 流 れ 、 吸 水 口 ２ １ 内 に 流 れ 込 み 、 さ ら に 水
誘 導 板 ８ ａ 、 ８ ｂ に よ り 薬 液 吐 出 ノ ズ ル ５ に 沿 っ て 流 下 し 、 水 反 射 板 ９ に 当 た る こ と に よ
り 薬 液 吐 出 孔 ６ を 洗 う よ う に 流 れ 、 ロ ー タ ン ク 内 に 飛 散 す る 。 し た が っ て 、 薬 液 吐 出 孔 ６
に 保 持 さ れ て い た 薬 剤 Ａ が 確 実 に 水 Ｗ で さ ら わ れ 、 ロ ー タ ン ク 内 に 入 る 。 さ ら に 、 こ の 薬
剤 Ａ を 含 ん だ 水 は 、 ロ ー タ ン ク 内 に 静 か に 流 れ 込 む の で は な く 、 水 反 射 板 ９ に よ り 飛 散 し
て ロ ー タ ン ク 内 に 入 る の で 、 ロ ー タ ン ク 内 で は 薬 剤 Ａ と 水 が 良 好 に 混 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
薬 液 タ ン ク １ 内 は 、 ロ ー タ ン ク 内 に 供 給 さ れ た 薬 剤 Ａ の 量 に 応 じ て 負 圧 に な る が 、 直 ち に
、 薬 液 吐 出 孔 ６ よ り も 上 方 に あ る た め に 液 圧 の 低 い 空 気 置 換 孔 ７ か ら 薬 液 タ ン ク １ 内 に 空
気 が 入 る の で 、 薬 液 タ ン ク １ 内 は 常 圧 に 戻 り 、 薬 液 吐 出 孔 ６ に は 薬 剤 Ａ が 保 持 さ れ る 。 な
お 、 空 気 置 換 孔 ７ 上 を カ ラ ン か ら の 水 が 流 れ る こ と に よ り 、 空 気 置 換 孔 ７ が 水 で 塞 が れ て
い る 場 合 に は 、 空 気 置 換 孔 ７ か ら 薬 液 タ ン ク １ 内 に 水 が 入 る 場 合 が あ る が 、 空 気 置 換 孔 ７
は 、 水 の 流 れ が 集 中 す る 薬 液 吐 出 孔 ６ に 比 し て 水 で 塞 が れ て い る 割 合 が 少 な い の で 、 空 気
置 換 孔 ７ か ら は 専 ら 空 気 が 薬 液 タ ン ク １ 内 に 入 り 、 ロ ー タ ン ク 内 の 負 圧 を 解 消 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ れ に 対 し 、 空 気 置 換 孔 ７ を 形 成 し な い 場 合 に は 、 薬 剤 Ａ の 吐 出 に よ っ て 薬 液 タ ン ク １ 内
が 負 圧 に な る と 、 薬 液 吐 出 孔 ６ か ら 、 そ こ に 付 着 し て い た 水 、 水 に 希 釈 さ れ た 薬 剤 又 は 空
気 が 吸 引 さ れ 、 薬 液 タ ン ク １ 内 に 入 る の で 、 薬 液 タ ン ク １ 内 は 次 第 に 希 釈 さ れ る 。 こ の た
め 、 水 洗 ト イ レ の フ ラ ッ シ ュ を 繰 り 返 す と 、 薬 液 タ ン ク １ に 残 存 し て い る 液 量 か ら 判 断 す
る 限 り 、 薬 液 タ ン ク １ 内 に は 十 分 な 量 の 薬 剤 が 残 存 し て い る と 思 わ れ る に も 関 わ ら ず 、 実
際 に は 、 薬 剤 の 吐 出 の 効 果 が ほ と ん ど 得 ら れ 無 い 希 釈 薬 剤 が 残 存 し 続 け る と い う 問 題 が 起
こ り や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
カ ラ ン か ら の 給 水 が 止 ま る と 、 薬 液 吐 出 孔 ６ に 保 持 さ れ て い る 薬 剤 Ａ を さ ら う 水 の 流 れ が
な く な り 、 ロ ー タ ン ク 内 へ の 薬 剤 Ａ の 供 給 も 止 ま る 。 以 降 、 カ ラ ン か ら 給 水 さ れ る 度 に 同
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様 の 作 用 が 繰 り 返 さ れ 、 薬 剤 Ａ が ロ ー タ ン ク 内 に 安 定 的 に 混 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 の 薬 液 吐 出 容 器 は 、 そ の 底 部 に 、 薬 液 吐 出 孔 と 別 個 に 空 気 置 換 孔 を 設 け る 限 り 、 種
々 の 態 様 を と る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
例 え ば 、 図 ４ 、 図 ５ に 示 す 薬 液 吐 出 容 器 １ ０ ０ Ｂ の よ う に 、 空 気 置 換 孔 ７ を 、 薬 液 吐 出 ノ
ズ ル ５ の 側 面 と 一 体 に な っ た 水 遮 蔽 壁 １ １ で 囲 み 、 薬 液 タ ン ク １ の 上 方 又 は 側 方 の カ ラ ン
か ら 水 が 供 給 さ れ た 場 合 に 、 空 気 置 換 孔 ７ が 水 に 晒 さ れ る こ と を 防 止 し て も よ い 。 こ れ に
よ り 、 空 気 置 換 孔 ７ か ら 薬 液 タ ン ク １ 内 に 水 が 混 入 す る お そ れ を 無 く す こ と が で き る 。 但
し 、 空 気 置 換 孔 ７ を 水 遮 蔽 壁 １ １ で 囲 む と 、 カ ラ ン か ら 一 時 的 に 多 量 の 水 が 供 給 さ れ た 場
合 に 、 水 遮 蔽 壁 １ １ の 下 端 面 の 開 口 部 に 水 の 膜 が 形 成 さ れ る な ど に よ り 、 空 気 置 換 孔 ７ に
よ る 空 気 置 換 が 行 わ れ 難 く な り 、 空 気 置 換 が な さ れ な い 場 合 も 生 じ る 。 そ の た め 、 フ ラ ッ
シ ュ １ 回 当 た り の 吐 出 量 の 変 動 が 大 き く な る 。 し た が っ て 、 フ ラ ッ シ ュ １ 回 当 た り の 薬 剤
Ａ の 吐 出 量 の 安 定 化 の 点 か ら は 、 図 ４ 及 び 図 ６ に 示 す 水 遮 蔽 壁 １ １ の 下 端 面 の 開 口 径 を 大
き く し て 水 の 膜 が 形 成 さ れ な い よ う に す る か 、 空 気 置 換 孔 ７ を 水 遮 蔽 壁 １ １ で 囲 ま な い こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
薬 液 吐 出 容 器 に 水 遮 蔽 壁 １ １ を 設 け る 場 合 、 そ の 先 端 部 に は 、 壁 厚 方 向 に 僅 か に 突 出 さ せ
た テ ー パ ー 状 部 分 １ ２ を 設 け る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 水 遮
蔽 壁 １ １ に 沿 っ て 流 下 し た 水 Ｗ が テ ー パ ー 状 部 分 １ ２ で 飛 散 し て ロ ー タ ン ク 内 に 入 る の で
、 薬 剤 Ａ を ロ ー タ ン ク 内 の 水 と よ り 速 や か に 混 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 薬 液 吐 出 容 器 に 水 遮 蔽 壁 １ １ を 設 け る 場 合 、 水 遮 蔽 壁 １ １ は 、 薬 液 吐 出 ノ ズ ル ５ と
一 体 に 形 成 す る こ と な く 、 別 個 独 立 的 に 空 気 置 換 孔 ７ を 囲 む よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 実 施 例 】
実 施 例 １ ～ ３ 、 比 較 例 １
図 １ の 薬 液 吐 出 容 器 に お い て 、 薬 液 タ ン ク の 内 容 量 を ９ ２ ｍ Ｌ と し 、 薬 液 吐 出 孔 の 孔 径 、
空 気 置 換 孔 の 孔 径 、 水 遮 蔽 壁 の 有 無 を 表 １ の 通 り と し た 薬 液 吐 出 容 器 を 作 製 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
各 薬 液 吐 出 容 器 に 表 ２ の 組 成 の 薬 液 を ８ ０ ｇ ず つ 充 填 し 、 こ れ ら を 水 洗 ト イ レ の 手 洗 い 付
ロ ー タ ン ク の 手 洗 い 部 に 載 置 し 、 ５ 分 間 隔 で １ 日 あ た り ９ ６ 回 フ ラ ッ シ ュ さ せ 、 薬 液 吐 出
容 器 に 残 存 す る 液 量 を 計 測 し 、 さ ら に 、 薬 剤 が 混 入 し た ロ ー タ ン ク 内 の 水 の 色 を 目 視 で 判
定 し た 。 結 果 を 図 ７ に 示 す 。 ま た 、 こ の 間 の ト イ レ の 室 温 と カ ラ ン か ら の 水 の 水 温 を 表 １
に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 目 視 に よ る 色 の 判 定 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ０ １ １ ５ に 従 い 、 分 光 光 度 計 （ 島 津 製 作 所 、 Ｕ
Ｖ － Ｖ Ｉ Ｓ 　 Ｒ Ｅ Ｃ Ｏ Ｒ Ｄ Ｉ Ｎ Ｇ 　 Ｓ Ｐ Ｅ Ｃ Ｔ Ｒ Ｏ Ｐ Ｈ Ｏ Ｔ Ｏ Ｍ Ｅ Ｔ Ｅ Ｒ ： 　 Ｕ Ｖ － ２ ５
０ ０ Ｐ Ｃ ） を 用 い て ６ ３ ０ ｎ ｍ の 吸 光 度 を 測 定 し た 場 合 の 吸 光 度 測 定 値 と 表 ３ の 関 係 に あ
る こ と 、 及 び 、 目 視 に よ る 色 の 判 定 値 が ２ 以 上 の 場 合 に は 、 所 期 の 洗 浄 効 果 を 得 ら れ る こ
と を 確 認 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 表 １ 】

10

20

30

40

(5) JP 2004-143833 A 2004.5.20



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ７ の 結 果 か ら 、 空 気 置 換 孔 を 設 け な い 比 較 例 １ に よ れ ば 、 フ ラ ッ シ ュ 回 数 ４ ０ ０ 回 以 降
で は 洗 浄 水 の 色 の 判 定 結 果 が １ で あ り 、 所 期 の 洗 浄 効 果 が 得 ら れ な い に も か か わ ら ず 、 容
器 内 に は 液 量 が ７ ０ ｇ よ り 多 く 残 存 し 、 フ ラ ッ シ ュ 回 数 が ５ ０ ０ に な っ て も 液 量 は な お ７
０ ｇ 残 存 し て い る こ と 、 こ れ に 対 し 、 実 施 例 １ ～ ３ に よ れ ば 、 い ず れ も 、 一 般 に 剤 を 使 い
切 っ た と み な さ れ る 内 容 量 １ ｇ と な る ま で 、 洗 浄 水 の 色 の 判 定 結 果 が ２ 以 上 を 維 持 す る こ
と が わ か る 。 ま た 、 実 施 例 ２ と 実 施 例 ３ を 比 較 す る こ と に よ り 、 水 遮 蔽 壁 を 設 け る と 、 薬
液 吐 出 孔 の 孔 径 の ０ ． ２ ｍ ｍ の 違 い に よ り 、 薬 液 を 使 い 切 る ま で の フ ラ ッ シ ュ 回 数 が ２ ５
０ 回 程 度 異 な る こ と が わ か る 。 こ れ は 、 大 人 ２ 人 、 子 供 ２ 人 で 、 ト イ レ を １ 日 当 た り 平 均
２ ０ 回 使 用 す る 場 合 に 、 実 施 例 ２ の 薬 液 吐 出 容 器 を 用 い る と 、 実 施 例 ３ の 薬 液 吐 出 容 器 を
用 い た 場 合 に 比 し て 薬 液 タ ン ク の 交 換 時 期 を 約 ２ 週 間 延 ば せ る こ と に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 薬 液 吐 出 具 に よ れ ば 、 水 洗 ト イ レ の 手 洗 い 付 ロ ー タ ン ク の 手 洗 い 部 に 載 置 す る こ
と に よ り 、 そ の 手 洗 い 部 に 供 給 さ れ た 水 に 所 定 量 の 薬 剤 を 安 定 的 に 混 合 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 こ の 薬 液 吐 出 容 器 は 、 構 成 が 極 め て 簡 易 で あ り 、 部 品 点 数 が 少 な く 、 ロ ー コ ス ト に
得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 薬 液 吐 出 容 器 の 斜 視 図 （ ａ ） 、 断 面 図 （ ｂ ） 及 び 底 面 図 （ ｃ ） で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 薬 液 吐 出 容 器 の 薬 液 吐 出 孔 付 近 を 互 い に 異 な る 方 向 か ら 見 た 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 薬 液 吐 出 容 器 の 使 用 状 態 の 作 用 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 薬 液 吐 出 容 器 の 斜 視 図 （ ａ ） 、 断 面 図 （ ｂ ） 及 び 底 面 図 （ ｃ ） で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 薬 液 吐 出 容 器 の 薬 液 吐 出 孔 付 近 を 互 い に 異 な る 方 向 か ら 見 た 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 薬 液 吐 出 容 器 の 使 用 状 態 の 作 用 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 及 び 比 較 例 に お け る フ ラ ッ シ ュ 回 数 と 、 内 容 量 又 は 洗 浄 水 の 色 の 判 定 結 果
と の 関 係 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 薬 液 タ ン ク
２ 　 　 薬 液 タ ン ク の 底 部 開 口 部
３ 　 　 薬 液 タ ン ク の 底 部 開 口 部 の 周 壁
４ 　 　 タ ン ク 支 持 部 材
５ 　 　 薬 液 吐 出 ノ ズ ル
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６ 　 　 薬 液 吐 出 孔
７ 　 　 空 気 置 換 孔
８ ａ 、 ８ ｂ 　 　 水 誘 導 板
９ 　 　 水 反 射 板
１ ０ 　 　 天 板
１ １ 　 　 水 遮 蔽 壁
１ ２ 　 　 テ ー パ ー 状 部 分
２ ０ 　 　 手 洗 い 部
２ １ 　 　 吸 水 口
１ ０ ０ Ａ 、 １ ０ ０ Ｂ 　 薬 液 吐 出 容 器
Ａ 　 　 薬 剤
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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